
共同研究調査 *は発表又は掲載の時点で退職者

テーマ：�新型コロナウイルス感染症の影響による行動・移動の変容等を見据えた公共交通のあり方に関する調査研究
（2050年の日本を支える公共交通のあり方に関する調査研究）

〇学会発表等

発表者 タイトル 学会名等 年月
新田 裕樹*

（研究員）
「2050年における日本の公共交通戦略」
（原文は英語）

第15回アジア交通学会（EASTS）
国際大会（マレーシア、シャー・アラム）

2023年９月

テーマ：高齢者等の移動手段確保方策に関する調査研究
〇学会発表等

発表者 タイトル 学会名等 年月
島本 真嗣

（研究員）
「マイカーに代わる高齢者等のためのモビ
リティの確保：日本の事例研究」（原文は
英語）

第15回アジア交通学会（EASTS）
国際大会（マレーシア、シャー・アラム）

2023年９月

テーマ：地域交通産業の基盤強化・事業革新に関する調査研究
〇学会発表等

発表者 タイトル 学会名等 年月
春名 史久

（主任研究員）
「日本の地域交通産業における基盤強化と
事業革新の方法」（原文は英文）

第15回アジア交通学会（EASTS）
国際大会（マレーシア、シャー・アラム）

2023年９月

テーマ：新しいモビリティサービスに関する調査研究
〇学会発表等

発表者 タイトル 学会名等 年月
藤﨑 耕一

（主席研究員）
「ウエルビーイングのための持続可能な新
しいモビリティサービスのための提案：
日本からの事例」（原文は英語）

第15回アジア交通学会（EASTS）
国際大会（マレーシア、シャー・アラム）

2023年９月

テーマ：地域観光産業の基盤強化・事業革新に関する調査研究
〇学会発表等

発表者 タイトル 学会名等 年月
山下 幸男

（特任研究員）
観光分野におけるDX人材の育成

（原文は英語）
観光ハイレベル・フォーラム

（ベトナム、ホーチミン）
2023年９月

論文掲載、学会発表等� （2023年１月～2023年９月）
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テーマ：デジタル技術の活用等による持続可能な物流システムの構築に関する調査研究
〇学会発表等

発表者 タイトル 学会名等 年月
北田 潤（研究員）

（投稿応募者マハル
ジャン ラジャリ（研
究員）の代理）

「交通と物流は循環経済に如何に貢献でき
るか？日本の視点」（原文は英文）

ITF（国際交通フォーラム）
交通大臣会合2023

（ドイツ、ライプチヒ）

2023年５月

マハルジャン
ラジャリ

（研究員）

「日本の物流業界におけるデジタル変革の
推進」（原文は英語）

第27回物流に関する国際シンポジウム
（ISL）
（オランダ、エンステーデ）

2023年７月

テーマ：海事及び航空分野におけるカーボンニュートラルに向けた方策に関する調査研究及び周知啓発
〇学会発表等

発表者 タイトル 学会名等 年月
黒川 隆一

（主任研究員）
「日本の航空分野におけるCO2 排出削減
の方策」（原文は英語）

第26回国際航空輸送学会（ATRS）
（日本、神戸）

2023年７月

テーマ：海運CO2排出削減のための燃料転換に関する調査研究
〇学会発表等

発表者 タイトル 学会名等 年月
鈴木 晋也*

（研究員）
「国際海運における温室効果ガス削減の加
速に向けて-新しい船舶燃料のライフサイ
クル評価分析」（原文は英語）

第15回アジア交通学会（EASTS）
国際大会（マレーシア、シャー・アラム）

2023年９月

テーマ：新型コロナウイルス感染症が出張需要に及ぼす影響と出張の価値に関する研究
〇学会発表等

発表者 タイトル 学会名等 年月
加藤 浩徳

（理事）
（第１筆者安達弘展 *
（研究員）の代理）

「COVID-19 と都市間出張：全国調査
（日本）から得たエビデンス」（原文は
英語）

第16回世界交通学会（WCTRS）
（カナダ、モントリオール）

2023年７月

テーマ：都市鉄道の整備手法に関する研究
〇査読論文

発表者 タイトル 掲載誌 年月
山田 敏之*

（研究員）
安部 遼祐

（客員研究員）
田邉 勝巳

（研究アドバイザー）

「都市鉄道のダイナミックプライシング導
入に対する雇用主の認識:働き方改革にお
ける東京の実証」（原文は英語）

Transportation Research Record 2023年３月
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受託調査

テーマ：ビックデータを活用した幹線旅客純流動の把握に関する調査
〇学会発表等

発表者 タイトル 学会名等 年月
新倉 淳史

（研究員）
「携帯電話の位置情報データを活用した幹
線旅客流動の把握に関する検討」

第67回土木計画学研究発表会
（日本、福岡）

2023年６月

個人研究調査 *は退職者

テーマ：過疎地域における公共交通存続の正当性に関する研究：ソーシャルキャピタルの視点から
〇査読論文

発表者 タイトル 掲載誌 年月
覃 子懿

（研究員）
公共交通機関の利用とソーシャルキャピ
タルの構築：日本に関する実証研究（原
文は英語）

Research in Transportation Economics 2023年５月

〇学会発表等

発表者 タイトル 学会名等 年月
覃 子懿

（研究員）
公共交通の利用行動がソーシャル・キャ
ピタル醸成に与える影響についての考察

社会関係学会第３回研究大会 2023年３月

覃 子懿
（研究員）

「公共交通機関の利用はソーシャルキャピ
タルの醸成にどう影響するか：日本の
ケース」（原文は英語）

第16回世界交通学会（WCTRS）
（カナダ、トロント）

2023年７月

テーマ：地域鉄道の経営のあり方に関する考察
〇学会発表等

発表者 タイトル 学会名等 年月
大井 尚司

（客員研究員）
地域公共交通の運賃設定の理論的検討 土木学会第105回土木計画学

ワンデイセミナー
2023年３月

テーマ�：グローバルロジスティクスおよびサプライチェーンのレジリエンス強化に関する研究
：COVID-19が日本企業に与える影響からの展望

〇査読論文

発表者 タイトル 掲載誌 年月
マハルジャン
ラジャリ

（研究員）

日本企業の物流とサプライチェーンの強
靱性：新型コロナウイルス感染症パンデ
ミックの影響からの視点（原文は英語）

Logistics 2023年５月

マハルジャン
ラジャリ

（研究員）

物流とサプライチェーンのレジリエンス
戦略は混乱の影響を最小限に抑えること
ができるか ? 日本からの証拠（原文は
英語）

International Journal of Logistics Management
（査読中）

2022年12月

〇学会発表等

発表者 タイトル 学会名等 年月
マハルジャン
ラジャリ

（研究員）

日本における物流及びサプライチェーン
の強靭化戦略に対する民間事業の取組み
意向

第16回世界交通学会（WCTRS）
（カナダ、トロント）

2023年７月
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テーマ：アジアのオートバイ都市の変質？台湾・台北メトロが交通行動に及ぼす影響の評価
〇査読論文

発表者 タイトル 掲載誌 年月
邱 秉瑜

（研究員）
地下鉄システムは都市開発を変えるのか
? 台湾の台北大都市圏からの証拠（原文
は英語）

Transportation Research Record: Journal of 
the Transportation Research Board

2023年８月

〇学会発表等

発表者 タイトル 学会名等 年月
邱 秉瑜

（研究員）
「メトロ駅周辺でオートバイ利用は減った
か？台湾の台北大都市圏からの証拠」（原
文は英語）

第15回アジア交通学会（EASTS）
国際大会（マレーシア、シャー・アラム）

2023年９月

テーマ：リモートワークが交通行動及び居住地選択に及ぼす影響に関する研究
〇査読論文

発表者 タイトル 掲載誌 年月
安部 遼祐

（客員研究員）
福田 大輔

（研究アドバイザー）

「在宅勤務が鉄道通勤者と車通勤者の移動
行動に与える影響：首都圏の事例研究」

（原文は英語）

Case Studies on Transport Policy 2023年３月

安部 遼祐
（客員研究員）
菅生 康史

（研究員）
福田 大輔

（研究アドバイザー）

「リモートワークが通勤時間と居住地の選
択に与える影響 : 2021 年の首都圏の
引っ越し業者からの証拠」（原文は英語）

Transportation Research Part A: Policy and 
Practice

（投稿中）

2023年４月

テーマ：バス・タクシーにおける自動運転導入に関する研究
〇学会発表等

発表者 タイトル 学会名等 年月
安部 遼祐

（客員研究員）
新倉 淳史

（研究員）
福田 大輔

（研究アドバイザー）

「ラストマイル自動運転車の市場可能性と
首都圏の鉄道旅行への影響」（原文は
英語）

Transportation Research Board 102nd Annual 
Meeting

2023年１月

テーマ：航空産業に対するCovid-19の影響とその対策
〇学会発表等

発表者 タイトル 学会名等 年月
藤村 修一

（特任研究員）
「航空産業に対するCovid-19の影響とそ
の対策」（原文は英語）

第26回国際航空輸送学会（ATRS）
（日本、神戸）

2023年７月
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その他 *は退職者

〇査読論文

発表者 タイトル 掲載誌 年月
マハルジャン
ラジャリ

（研究員）
崔 善鏡*

（元研究員）

「首都直下地震シナリオにおける外国人旅
行者の災害対応行動に影響を与える要因」

（原文は英語）

Frontiers in Sustainable Tourism 2023年５月

邱 秉瑜
（研究員）

電気自動車充電ネットワークの信頼性 :
ケーススタディ　－国と地方の政策－

Transportation Research Record: Journal of the 
Transportation Research Board

2023年８月

〇学会発表等

発表者 タイトル 学会名等 年月
マハルジャン
ラジャリ

（客員研究員）
崔 善鏡*

（元研究員）

「外国人観光客の避難行動と災害時の情報
提供：大阪を事例として」（原文は英語）

第53回旅行観光学会国際大会（TTRA） 2023年６月

マハルジャン
ラジャリ

（客員研究員）
崔 善鏡*

（元研究員）

「エージェント・ベースの津波避難モデル
を用いた日本における情報提供と避難所
収容力拡張の影響調査」（原文は英語）

第16回世界交通学会（WCTRS）
（カナダ、トロント）

2023年７月
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